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緒　言

　近年 ，ア レ ル ゲ ン ニ キ ス の 数 々 が 精製 さ れ る に 象1よ

び ， そ れ ら に よ る皮内反応 や 誘発試験等の 施行が 広 く行

な わ れ る よ うに な つ た ，こ の こ と に よ り，特異抗原 を み、

い
1
だ す こ と が 軒能とな り 7 　ア レ ル ギ ー性機序 に よ る喘

息 ，な か ん ず く職業性 ア レ ル ギ ー
性喘息 の 診断 ，そ して

そ の 特 異抗猿 に よ る減 葱 作療法 が 行 な わ れ て い て 、各臨

床方面 の 努力は 枚挙 に い と まが な い ．

　 元来 ，穀粉類 ，牧草類 は 本邦 に お い て 古 く よ り食 用 に

供 せ られ た り．：実験用 動物あ るい は 家畜 の 飼料 に 用い ら

れ て い て ，われわ れ の 員常 生活 に は 最も接触の 多 い もの

で あ る ．覈粉類 ，牧草類 の 製品 を取 り扱つ た り ， 漲 売 し

た りす る1 職業 に た ず さわ つ て い る人 々 は ，H 常 しぼ 辷．ば

遭遇す るが ，それ らに よ る 吸入性 ア レ ル ギ ー
性職業廿瑞

息 は 未だ そ の 報告を み な い ．わ れ わ れ は最近 r 偶黙外果

を訪れ た気管支鵜息患者の 中に 動 物飼育飼料 に よ つ て 惹

起 さ れ た と考 え られ る 吸入 性 ア ン ル ギ ー
性喘患で ，そ の

特異抗象 に よ る 滅感作療法 の 効果が著 しか つ た 1 例 を 経

験 した の で ，若 于 の 検 討を加え て 報告す る，

症　例

　鹿○昭○郎 ，43才 ，男子 ， 会社 員 ，

　三垂＝ …斥　：発f乍性ヨテ匠乏困難．

　現病歴 ：昭和32年帝産飼料 の 会社 に 入社 し ， 丸 2年を

経 る頃 よ り気温 の 変化す る時奄 や ，塵埃 の 多 い 廣境 で 軽

度 の 気管攴喘息様発 作を起 こ す よ うに な り，麗業 医 で 対

症 的 に 治療 を うけ て い た ，しか し最近 の ユ〜 2 年間 は と

くに 動物飼 育 飼 料 の 倉庫 に 入 る と必 発 し．累積状 態 に な

る こ とが しぽ しば と い う状態に な っ て き
『
た ．取 り詼 う飼

斈斗をよ，　SaMower 　氏｛eal 　（一゚く ニ ノ 1丿
一
菊季千，　学．名　　Cartha

−

m1 」s　Tinctrius ），
．NEfalfa　（マ メ 科 ， 学名 Medicago 　Sativa

I・），1｛ilo （禾 本 科 ， 学名 Sorcum　Vulgare）、　C 。 aTl （稲

科 ，学名 Zea 　 Ma 　〉
’
s）

1 脳
の 4 者 で さ らに それ らに よ る

dust が 倉庫 中に 飛散 して い る の が 特散で あ る．とくに

Alfa］fa　を取 り扱 う時
．
や，　 dust の 飛散 の 甚 だ しい ときに

症 状 の 悪 化 を きた す と訴え ，明和 43年 ・tH ，本院内科を

r
壷 ，苛 、1　 ’ P
．又 」 酔 　」／／t＿・

　既往 黶 ： 幼少時 ，気管支炎 に よ く羅患 した ．また ，昭

和 24 年 に 舗 浸潤 に 罹患 して い る．

　 家族歴 ： 特記す べ き蒔項 な し．

　来院時所見 ： 体 格 中等大 ，栄養 良 好 ，肺 野 に 軽鬘 の 乾

性 ラ 音を 聴取す る 他 は ，心 音 清，心 濁音界 も正常で とく

に 異常所見 を 認 め な い ，腹餐；は や や 膨隆 ，肝 ，脾 は 触 れ

ず．腱 反 射 止 常， ド駭の 浮緯 も認め ず．血 圧 ISO〜 】00

mmtig ，脈噂 9ゴ分 ，整 、緊張 良，

　来菱時
一般検査成績 ：末梢血 液｛象に お い て は 赤 拍L球

数，白 血 球 数 と もに 異常 な く，自 並球 百 分比 で 好酸 球 増多

〔11
［
n
・R．．一敷 検 査」

赤 血 球

白 俺 球

血 色 索

色 素 係 数

表 1 　来 羨 時
一敷 検 査戒 績

　　　　　　　　 こ甑 溶学 的検査〕

　 484 × 1Cl　4　i　梅 毒反 応

白血 球鍛 （直 分 比 ）

St．
beg ・

Eos．
BasMonLyL

奩 清蛋 白 〕

総 蛋 白

A〜G 比

分 画

　 Al．

　 α 匚
一GI．

　 α ド
Gl．

　β
・GL

　 γ
一Gl，

55fie　 i97

％ i1

．GO ・

1％

46

0646

7．49 、d【…
1．8

64．5％
3．67
．39
．814
．8

　 祷 仁と黠 合 反 応 　　 陰 性

　 ガ ラ ス 叡 法　　　陰 柱

A ．S ，L ，0 　 　 　 12倍

C ，R ．P 　　　　　　 陰 性

RA 　　 　　　　　陰 性

〔呼 吸 機 能 検 査 〕

FVCFEV

二．e／FVC
3GOOml
　 70％

〔動 脈 血 ガ ス 分析成 績 〕
po

，

PCOzpH

〔喀 痰〕
Neisseria 属

〔血 圧 コ

100 ．Ormi−ig
4／．3曲  

7．　37

陽性

　 160！100 耐 ｛9

〔検 課 、血 沈 お よ び 心 電 図 〕

　著変 な し
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もみ られ なか つ た ．血 清蛋 白分屑 に 異常 な く ， 血 清梅毒

反応 ，C ．R ．P
，
RA

， ともに 陰性 ，
A ．S ．L ．012 倍 で あ

っ た ．動脈血 ガ ス 分析成績 に お い て は 異常 な く，F ，V ．C ．

3　
・OOO　ml ・

F ・E ・V
・．。！F ・V ・C ・は7Q％ とやや低

一
ド，喀痰細

菌培養検査 で は ナ イ セ リ ア 属 が 陽性 で あつ た （表 1 ）．

　そ こ で種 々 の 市販 の ア レ ル ゲ ン エ キ ス に よ る 皮 内反応

を行なつ た と こ ろ ， 室内塵，お よ び羊毛 に 陽性 ，そ の 他

は陰性で あつ た （表 2 ）．

表 2　皮 内反 応 （治療 前）

House 　 dust

ブ タ ク サ 花粉

ヒ メ ガ マ 花粉

ア カ
ー
“ ツ 花粉

ク ロマ ツ 花粉

ス ギ 花粉

ヒ ノ キ

マ イ ロ

10× 113

）

）

）

）

）

）

沼

←

←

←

←

←

←

22 ヒ ツ ジ 毛

　

　

　

ラ

毛

毛

粉

ガ

ヌ

コ

バ

パ

バ

卵

イ

ネ

ソ

ソ

サ

全

〔自 家 製 抗原 に よ る 皮内 反 応〕
工0× 1021

又2610

× 11

サ フ ラ ワ

ア ル フ
ア

ル フ ア

25 × 271
ト ウ モ ゜コシ

ダ ヌ、　卜　　　　　　　　　15× 工5−
　 　 　 　 　 　 　 40 × 42
　　　　　　　 （偽 足 ）

　　　　　 〔P ・ausnitz 　KUstner 反 応 〕

マ イ ・ 　 　 6 × 6一 サ フ ヲ 。

　 　 　 　 　 　 　 12 × 12

ア ，レ ・ ア ル フ 。

9 × 8 一 ト ウ モ 。 コ シ
　 　 　 　 　 　 　 20 × 22

ダ ス ト　 　 10×12＿
　 　 　 　 　 　 　 34× 27

　　　　　　　　〔吸入誘発試験〕
ア ル フ ァ ル フ ァ ， ダ ス ト

， サ フ ラ ワ ，
量 最 大 低 下．＊ 200／o 以 上

9×90

）

）

）

）

）

）

期

←

←
←

←

←

←

18

14× ／340
× 405x510

× 11

　図 2 ．上 よ り Safflo− ver
，
　Alfalfa

，
　dust　Milo

， の

皮 内 反 応．

6 × 68
× 8

（
一

）

マ イ ロ 共 1秒

　図 1 ．左 よ り Alfalfa，　Safllower，　 Milo ，　 Coanp
dust．上 よ り1000倍， 100倍 ，10倍，原 料．

　図 3 ．左 上 よ り Dust
，
　Alfalfa

，
　SaMower 　Meal

，

Milo の PK 反 応 ．

　 さ ら に 患者 の 取 り扱 っ て い る 飼料 SaMower
，
　Alfalfa

，

Mllo
，　Coan ， お よび そ れぞれ の dustを持参 せ し め ，

　 DP

液法に よ りそれぞれ の ア レ ル ゲ ン エ キ ス を 作成 し （図

1）， 1，000倍溶液 に て 皮 内反応を実施 した と こ ろ， Sa−

Mower
，　Alfalfa，　 Mi 工o お よ び dusq こ 陽性で あ り ， と く

に dα stに お い て は 膨疹に 偽足 を 旱 した （表 2 ，図 2 ）．

　さ らに こ れ らの ア レ ル ゲ ン エ キ ス に よ る Prausnitz−

KUstner 被働性転嫁試験 を 行 な つ た と こ ろ ，
　 Alfalfa

，

N 工工
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　図 4 ．上 よ り Alfalfa
，
　Du．gt，　 Milo，に よ る 潰瘍

形成 ．

を 注射す る よ うに な つ た とき，膨疹 の 中心 部 に 潰瘍を 形

成 し （図 4），それ に 感染 が加わ る と，創がな か な か 治癒

し に くい 現象が現わ れ た の で ，10倍溶液 の 0．1m1 を維

持量 とす る と潰瘍形成 は お こ さず色素沈着を残す の み と

な つ た （図 5 ）．

　治療を開始 して よ り23週 目を経過する頃に な る と，飼

料 の 倉庫 に 入 っ て もほ と ん ど 喘息発作を起 さ な くな つ

た．こ の 時期 に Alfalfa
，
　Milo

，
　Sa田 ower

，
　dust に よ る皮

内反 応を行 なつ た とこ ろ ， Mi1 ・ は 陰［生 ，
　 SaM ・ wcr は

疑陽性 となつ た が ，Alfalfa
，
　dust は 未だ陽性を呈 し て い

た ．さ らに Prausnitz−KUstner反応 も Alfalfa
，
　dust は陽

性で あつ た ．ま た ，こ の 経過中に お け る皮内反応 閾値 の

変遷 は ，治療開始時 1，000 倍溶液 に て 陽性 で あつ た の

が ，それ ぞれ の 10倍溶液 の 4 倍希釈系列 を っ くつ て 施

行 した とこ ろ ， 4 者共鈍化傾向を 示 した．と くに Milo

と SaMower は 640倍ま で 明らか に 皮 内反応閾値 の 減

少を み た ．Alfalfa と dust は 2，560倍で は 共 に 疑陽性 ，

1，000倍 で は 陽性 で あ っ た が ， 治療前 の 1，000倍溶液

に よ る皮内反応 の 膨疹 ，発赤経 に 比 し ，縮少が 明らか で

あつ た． こ の 両者 に よ る 吸入誘 発試験 を 行 なつ た と こ

ろ ，dust の 1 秒量最大低下率は 治療前25％で あつ た の

が 15％ ，
Alfalfa　は 20％か ら13％ ，

　 SaMower 　 Milo に

表 3　 皮 内反 応 （治療 後）

図 5 ．色 素 沈着 ．

dust に 陽性 ，　 Milo は 疑陽性，　 SaMower は 陰性 で あつ

た ，ま た 10倍溶液に よ る そ れぞれ の 吸 入 誘発試験は 4 者

とも陽性 で あ っ た （表 2 ，図 3 ）．

　 こ れ らの 成績 よ り本患者 は 主 に Alralfa と dUst
， さ ら

に SaMower
，　Milo に よ る ア レ ル ギ ー性機序 に よ る 気

管支喘息 と考 え， こ れ らの 特異抗原 に よ る 減 感作療法

を 初同 1，000倍溶液 lo ．D2m1 よ り，週 1回法に て 開始

した ．こ の 減感作療法施行 の 経過巾， 10倍溶液 の O．2ml

　　　　 〔自家製 抗 原 1・e よ る 皮 内 反 応〕
マ イ ・

　 　 （
一

♪
サ フ ラ 。

　 　 　 　 　 　 　 12× 12
ア ル フ ァ ル フ ア

’
22 × 24

』
　ト ウ モ ロ ＝ シ

　　　　 　　　 12 × 12
ダ ス ト
　 　 　 　 　 　 　 23 × 25

　　　　　 〔Prausnitz　KUstner 反応〕

マ イ 。　 　 8x 雙一 ダ x ト
　 　 　 　 　 　 　 12x12

　 　 　 　 　 　 　 7x8 　 　 サ フ ラ ワ

ァ ル フ ァ ル フ ア ＿ 　 　＿
　　　　　　　 20× 22 　 ト ウ モ ロコ シ

8 × 818
乂20

．

　⊂
一

）

〔ア レ ル ゲ ソ 吸 入 誘 発 試 験 〕

1 秒 量 最 大 低 下 率

ダ ス ト

ア ル フ ァ ル フ ァ

　 25％一一→ 1596

　 20　9io−一一＞13％

〔梅毒 反 応〕

昭 鸛 年 ・ fi13日 ぐ難難野
PGS・44年 ・ E4 日 く零罷

昭 和 幽 ・ 8 朋 日 く曾総

11 × 1224
× 34

』

　（
一

）

　（
一

）

陽 性 2 十
陰 性

異 常 反 応

陰性

陽 性
陰 性
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よ る吸 入 誘発試験 は 陰性 とな っ た．

　以上 の 経過中避断抗体等 の 凹定 適 行なわ なか つ た が ．

症状 の 改善が 明 らか で あ り、ま 辷興 味 禾 い こ と は 入 院時

晦青反忘 が陰性 で あ つ た の が ，こ の 1口 鬚 の 縫 ノ⊃ レ £ ん ら

こ
』
染 の 誘 困 な く，ca 】d…。1ipin　 l・tC …ti・ ・ c。 mplem ・・t　 Hxa−

tlel）　 teEt が異常 反応 な い・しは 面 性を 裂 した こ と で あ っ た

（表 3 ）．

　現在 もな お Alfalfa，　SaMosv∈r
， お よ び dust に よ る減

感作療去 ご維持量 に て 治療中で あ る が ，最近 ；いこ れ ら の

銃原 を 取 り接つ た り，1．
’
百 の 飛散す る 倉庫 に 人 つ て も，

時折 y い 鼻汁を 旱 す る程慶で ，駝 」発作は まつ た く．llこ

らず ，勤務 41τ もき わめ て 良尋 で あ る との こ とで あ る ．

砒．括ならび に 考案

　 ア レ ル ギ ー
性機亨 に よ る気瞥支眺、怠を 考え る 易合 ，必

ず あ る 抗．。、に よ る τ作 が 行 な わ れ ，さ らに そ の 抗療 1二 ii∫

泰蕗 す る こ とに よ り 抗原抗μ 媛 応 カ セ こ り，そ の 黏果

chcmical 　mediater が 遊斷・さ れ ，そ れ ガ 気逆 D 平 滑筋取

縮 あ る い は 粘挨浮逕 を 起 ＿した ワす る 許 炉 と さ れ て い

る，本症 tYi　Tこ お い て も動笏觜 ら飼料会　に メ、 汁 して 約 2

年悶 の ．忌作期 コが うか が わ オz ，そ の 後ICKI もの 問梼息九

作に 悩 ま され て い た fO
’
TLで あ る．取 う扱 う飼 ．．は ，　 Sa一

田 ow 既 AlfaUa．Milol　Coa ”，お よ び そ れ ぞ れ の 〔lustで あ

る・ Alf・lfa （Mdl ・・g。　 S・ti・・ L ） は マ メ 手
“
植 物 て 譱北

両 ア メ リカ ，地中海，串央 ア ジ ア ， 2 が r；で も北海道 か ら

甫九州 ま で 1
一
二培可 能 で あ り，unknok

’
n　gr。・・ しh　 fac〔 r キ

言わ れ乳牛 の 銅料幾率を 同
きb ，＝ソ ト ジ に 用 い る と卵

黄の着床を促す とい わ れ て い る．Safi「c，wer （CarthamLls

Tinctrlus） は べ ニ ノけ 菊利 の 多年享で 米區や メ キ シ ユ
で

多産さ れ 乳牛 ，肉牛 ，

Hs
， 鶏 に 用 い られ る ，　 Milo （Sor・

curn 　 vu 】gare）は 禾 木科　簿て 1年卓で 北ア フ リ カ ，イ ラ

ク ，イ ラ ン で多産 され ，
Coan （Zea　Mey3

’
）は稲科村物で

1 年草，主 し 米潤 で 多産され，
， や は り家審 の 飼料に 供せ

ら］k て い る
：1’
　
L；

　．本症例 は こ れ らの 饅料 を技 う倉庫 係 の

主任 と して 常時接触を 余儀 な く され て い る わ け で あ る，
こ れら の 自家抗原 1一よ る 皮 内反応 ぽ，Alfalfa，　Mi1。

，
　Saf’

fiOi、1er，　dustに 陽性て あ り，Praumitz −KUstner 厨 三5もま

た 陽吐 な い し疑　性を示 し，また こ れ ら 4 者 の 吸 入誘発

試験も陽性 て あっ k ，こ の こ とは ，気管支騰息 の 抗 暇 を

決定す る 為 に は 最 も篠 夫 な方法 で あ り ， した が つ て 本 症

例 の 血中に は ，こ れ ら 4 種の 抗
F
款 ご対応す る．

H

−
’
，作抗休ガ

証明され た わ け で あ る ．さら1’Citi 販 の ア レ ル ケ ン ェ キ ス

に よ る 皮内 辰 応で は 至 内塵 ，羊 毛 に 陽性 であつ た が ， 吸

入誘 悋試験は陰性 て ちつ k ，馬題 とな る 点 は dusしで あ る

が ，それ は 4 種 の ア レ ル f ン が 主 な 成分 で あ る と考 え ら

れ るけれ．ど も， そ の 他の dustや 真臼類な ども混 入 して い

る 可 翫 性 は 十分に あ る ，そ こ で 皮 内 反 応 ，
Prausnitz−Ku −

stnF ・’r 反応，吸 人誘発試験等 の 敗績 に お い て，そ の 他 の

dust に よ る 抗原性 の 鑑 潤 が 必 要 と なつ て くる 、　 L か し

現 実 の 問題 と し て 困難で あ っ た ．しか し，斎 療謂←虞23

週 目に 鐘 了し1こ皮内反応凶笹 の 減少を 認 め で ．・る こ とか

ら，こ れ ら の 蹟感作療溝 己 よ り，遮断抗体の 生成 に よ る

昼互 ・
唱 乍抗体結合 の 抑亂 の 沽果が 現わ れ て き て ．そ の

L
’
：床妨早が 著明 で あっ た と考 え られ る し ， 吸入誘発試験

事 の 鳧 績粛果 よ り ，本靠例 は こ れ ら 4 種 の 抗原 に よ る ア

レ ル ギ ー
性気管支喘息て あ る こ とに 間違 い ない ．

　 ま ナこ ，本 鮮 倒 の 特累的な面 は 滅慰 作 広 法 の 途中 ，抗 原

衣 の K 倍 溶 孜 の C．2ml を反 内注射す る と ， 発赤お よび 鍼

疹 の 中・t
− 1

こ 潰搬 氤 ．が 注身｝後12時．。位 か ら起 こ つ て く

る こ と で あ る．こ の こ とは ，注 射 を 行 なっ た 皮内弓所 に

お い て 洞 卓が 生 じ，出血 夢死 が 起 b ，潰 瘍 を つ くる とい

う A ・th ・・覡 象 に よ る ，　 agア レ ル ・｝・
’
　一反応 が起 こ ゲ 誌 の

で あ ろ うと考 え られ るが ．今後 ，さ らに 検訂 を 行 な う予

走 で ある ，

　ま ｝興 味あ る現象と して ，来院 当時梅毒反 応 が陰性 で

ち つ 、この が減窓作療 法 施 行 経過中， caldiolipin 　 lecltine

α 〕mpiement 　fi　xatiOR 　 test が 異常互応な い 廴．は 陽性 を呈

す る よ うに なっ た とい う事実で あ る （尸 診 上 ，梅 毒感染

機 云 は絶　 こ無 い とい つ て い る）．＿れ は ，こ れ ら の 作製

した ア レ ル ゲ ン
’
の もつ 抗原決定 基 が ca ・di・ lipi・ と 同

一

か ， あ る い は 交 叉 す る場が 存在 し て い る の で は な い か と

考 ；
・t て い る，した が つ て ，こ の 間 逆 ま撹原 自体 の 生 化学

酌 な性 状 の 解析を行 な わ ね ぽ ならない ．

　元来 ， 職業 性ア レ ル ギ ー
性鴨 窟

脚
ま職業 と聞連 を 有す る

ア レ ル ギ
ー
惨

一
息 で あ り，職業 ｝特定 の 7 レ ル ゲ ソ と な

る葡質に 掻 A する人 に特異的 1＿み られ ，接触後 あ る
一

足

の 感 frされ た状，9 を経 て 発症す る と さ れ ， 七条 らを初 め

とする コ ア ニ ．
1
・ク マ イ 粉騰 息

4
’＋−e’／

，貧 蚕柔者 の まぶ し暢

息
門
即
一！’ ）

や 家蚕麟毛喘息
瑞 楙 拙 ． 光井 ，践 ら の ホ ヤ 嚇

息
ll−t’”）

　
1 木材加 工 菜者に み られ る喘息

跼

， 中村らの ヒ

カ ゲ ノ カ ズ ラ に よ る 器息
鮒

や ク ワ 材 に よ る 喘息
2η

，岡 本

の 謙 倉彫 の マ コ モ に よる許 齢 等数多く報告され る よ う

に な ウ．こ れ らの 扛原の 検索に よつ て 得 られ た 特異 抗原

に よ る誠感作療去 の 効果が良好な こ と は ， こ れ らの 職業
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に た ず さわ つ て い る 人 々 は もち ろ ん社会医学 な い しは 環

境衛生 の 面 へ の 示唆を与え る もの と して 興味深 い こ とで

あ る ．本 癖 例 の 場 合 も ま た ，飼料倉庫 と い う特殊な環壕

に 勤務 して お り，上記 4種 の 抗原決定が な さ れ ，ま た 特

異的減感作療法 の 著 しい 効果 が あ っ た こ と ，さらに 本症

例 の 他 に 最近に な り ， 従業 員の 中に 1 人 2入 と感冒様症

状 （主に 鼻汁 ，鼻 閉塞症状 ）や 喘鳰 を きた す人が 出 て ぎ

た こ と 等を考え合 わ せ る と，本症例 もまた ，ア レ ノレギ ー

性機序 に よ る吸 入性職業性喘息 に 加 え られ る べ きもの と

考 え る．

結　語

　動笏飼育飼料倉庫 に 勤務 し，そ れ ら の 飼料 に よ る 吸 入

性職業性気管支 喘息 の 症鋼を見 い 出 し ，若干 の ア レ ル ギ

ー学的検索 の 結果 か ら ．ア レ ル ギ ー挫機序江 よ る も の と

考 えられ・た ．さ らに それ ら の 飼料 に よ る 自家製羲原を 作

成 し ，特異的蔽感作療法 を 行な つ た と こ ろ ，症状改善 の

著 し か つ た 症例 を 報告 し た ．今後も さ ら に 数多くの ア レ

ル ギ ー
性機序に よ る 気管支罵息が 発見 され ， その 特異的

減 感鰕 寮法 の 機 会 が 存在す るで あ ろ う と患 わ れ る．

　縞 を 薬 る に 当 た ；・恩 師岩 田 繁雄 教 授 の 校 閲 i二惑謝 し ま

す．本論 又 の 要 旨 は 第 19回 甦 本 ア レ ル ギ
ー

学 会鞄 会 に お

い て 発 表 し た，
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treated  and  ebserved  in our  Aller.[ry Centre, in cDoperation  u,ith  the  Department  of0to-Rhine-I'haryn{.To-

Laryngology  during past 6 years  since  the start･ or  i]ie Allergy (]entre here,

    l]/i A  half ef  the patients visited our  clinic  frotn Shizueka Clty, ancl  the rest  fi'otn its suburbs,

    2) As to the  sexual  distinction, on  thc  x-,hole,  the  nurnber  of  thc  male  was  equal  to that  of  the  fe-

male,

    3), Thc  authQrs  dividcd thc patients with  nasal  allcrg>r  into 5 
.oroups.

 according  tQ  thei]'  clinical

histories, lecal syinptoms  of  nasal  cavity,  eosinophilia  in nasal  smeay  or  peripheral  blood, thc  resuLt  of

intracutanceus  tests and  nasal  provocation  test: thc  RaA  gvoup  <concludcc! to  be rhinitis  alier.crica  by

means  of  nasal  provocaiien testl,: 1 i cases., rhe  RaB  grou}) (surc to bc rhinitis  allerttica without  nasal  provo-

cation  test), 62 cascs,  thc  RaC  greup  (presumed to be rhinitis  allergica)  54 cases,  the  RV  group {cnn-
sidered  to be rhiniti.s vasoniotorica  lacking in allergicaH'actors)//  57 cases,  and  the  R  greup (suitablv con-

sidered  to be rhinitis':  24 cases,                  f

    
'1)

 32,79･tt o{' all  of  the  patients have ihe  hercditar}' cliathcsls  ef  rhinitis  allerg.ica  or  asthma  bron-

chial.

    5]/ The  t'requency ofnasal  symptorns  is hei,g.,htened in sprin,g  (especia]]1., in "'larch and  ApriD and

autumn  t(especial'ly  in September  and  October) .: rnornin.t,  and  evening  ;. when  it threatens  to raiiL  or  w'hen

co]d  and  warrn  vveather  alterllate  with  each  other.

    6)1 Iri addition  to such  chiefs>'rnptoms,  as  sneczing,  rhinorrhnea  and  nasal  obstruction,  were  eften

noticed  those ophthal  sympt.oms  which  "'ere  considered  to  bc conjunctivitis  allergica,  i.e. cengestion  of

conjunctiva  ancl  itchbig in palpebr'ae or  surroundings  of  eyes.  And  the  syJnptoins  ot' as{hnia  brenchial
or  preasthmatic  stage  n]ay  be noticed,  too,

    7'i:" The  frequenty order  ef  positivc reaction  to the  intracutancous Lcst by inhalatory allerg.en  ex-

trac[s  texccpt mould  allergens)  ",as  as  foIIows: housc dust :,147.lg-,",  common  r'agweed  pollen, cat's  tail

p･oHen i(typha  angus[ara];,  cocoon,Japancse  ccdar  pollcn t'15.5%)/, silk,  alld  so  on.  Among  the  patients

who  visited  our  clinic  in spring,  13 cases  ",ere  considered  to  be  the  !ub.iects.  withJapanese  cedar  I)o][{nosis

.judging l'ro.m thc  rcsults  of  allc;.q.ic lnvestigations.

    B) 
'i'hc

 results  of  clinical  studies  on  the  efl'ect  of  hyposcnsitization treatment  in 20  patients with

rhinitis  allcrgica  are  also  discussed here.

                        A  Case of  Bronchial Asthma  bv iXnima]  Feeds                                                 '

         Etsushl  OkuTnura,  Nobu>'uki  Yamaguchi,  Totnoyuki  Ya}iagida and  Taih'aya IIonda

             
'l'hc

 sccound  Dcpartmcm  of  Internai ptIedicine, Osaka  "'Icdical Col!ege

                              (Director/ Profi Shigeo lxvata)

    This case  is a  man  o{' 
cl3 years  eld,  Bronchial  asthma  first. occured  in 1957, t"'o  years afLer  he  go{

an  employmcnt,  a  warehouse  keeper  dea!ing  xviih  various  animal  {'ceds including Ali'al･fa, "4ilo, SaMowev

and  Coan, Antitt'ens of'  each  ['eed and  a  ;nixed  dust antigen  of  alH'eeds  Lnentioned  xs･ere  prepaved, and

somc  allcrg.ological  exaniinations,  skin  tegt, Prausnitz-KUsine:' reaction  and  prei.o'catix.e inhalation

test. xvere  conducted.

    .thL]1  antigens  used  were  stio"'n  pesitlv= except  Coan  antigen  botti itt skin  {est and  in inhatatien test.

In ?rausnitz-KUstner reaction,  .ALIfa1fa and  dust antigen  ".ere  shmt.n  posi{iE'e.

    A  hyposensitizing  therapy  iyith  these  an ±is,cns was  carried  out  and  the  resu]t  seeins  satisfactor>r  so  that

no  asthrna  attack  has occured  since  L)S "'ccks  fi'oin the  beginning o{' ther'apy.

    These findings indicate that  this  is a  ca$e  ef  occupatlonal  and  a]lcrgic  bronchial asthma  by fbur

kinds ef  animal  feed.


